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しおり 久喜市 SDGs市民ワークショップ 

会場へのアクセス方法 

開 催 日 時 

令和３年 

７月１０日(土) 

10:00～12:00 

栗橋 

会場 
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新型コロナウイルス感染症に係る感染対策について 

新型コロナウイルス感染症に係る感染対策として、各テーブルに手指用消毒液

や除菌シートを配置し、換気を十分に行うなどの対策を施します。 

参加者の皆さまにおかれましても、入場時の検温やマスクの着用にご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

会 場 名：栗橋文化会館（イリス） 会議室１・２ 

住   所：久喜市伊坂１５５７ 

アクセス：ＪＲ宇都宮線／東武日光線 栗橋駅東口下車 徒歩１５分 

電話番号：０４８０－５２－３２２１ 

地  図：別紙参照 

当日は、 
こちらの 
しおりを 
持参して 
ください 
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１．市民ワークショップとは 

 

この度は、「久喜市ＳＤＧｓ市民ワークショップ」にご参加いただき、誠にありがとうござ

います。 

市民ワークショップは、市民の皆さまが主役となって、参加者全員で１０年後の久喜市の

未来について意見を出し合う共同作業の場です。 

グループには、話し合いのサポートをするファシリテーター（進行役）が付きます。どう

ぞ気軽な気持ちで皆さまの自由なご意見をお聞かせください。 

 

 

 

 現在、本市では今後のまちづくりの指針となる「第２次久喜市総合振興計画」（計画期間：  

令和５～１４年度）の策定を進めています。この計画策定の一環として、また、ＳＤＧｓに

関する取組みを一層推進していくため、「久喜市ＳＤＧｓ市民ワークショップ」を開催するこ

ととしました。今後のまちづくりに活かしていくため、市民の皆さまの視点からご意見やア

イデアをお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークショップ開催の目的 

『総合振興計画』ってな～に？？ 

総合振興計画は、学校教育、スポーツ、文化、環境保全、子育て・福祉、

まちづくり、防災・防犯など、皆さんが住むまちの未来に向けた取組みを

決める大切な計画です。地方自治体のすべての計画の基本となり、長期的

な展望に向けた行政運営の指針が盛り込まれています。また、市民の皆さ

まと共有し、ともにまちをつくり上げていくための指針でもあります。 

 

以下の Webサイトで、久喜市の情報が閲覧できます。 

ぜひご覧ください。 

 

久喜市 ホームページ 

久喜市役所 久喜の魅力 検索 

  

久喜市の魅力についてもっと知りたい！ 
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２．当日プログラム 

 はじめに、全員でオリエンテーションを行います。ＳＤＧｓの概要とこれから本市で取り組

んでいくＳＤＧｓの取組方針についてご説明した後、ワークショップの進め方を確認します。 

 その後、グループに分かれて意見交換をしていただきます。ステップごとに話し合った後、

グループごとに結果を発表します。 

  

時間 プログラム 

9:45～ 
受付・ご案内 

※ 受付時間内に必ずお越しください。プログラム進行の都合上、大幅に時

間を超過した際はご入室いただけない場合がございます。 

 

10:00～ 

10:25 
開会・オリエンテーション 

・ＳＤＧｓについての概要説明 

・久喜市ＳＤＧｓ取組方針についての概要説明 

・ワークショップの進め方 

 

10:25～ 

(途中休憩) 

11:55 

久喜市のＳＤＧｓマップをつくってみよう！ 

・自己紹介 

・ＳＤＧｓを達成するための身近な取組みに関する話し合い 

ステップ１ 身近にある久喜市の魅力や課題を再発見しよう！ 

① 久喜市の「自慢できること」「地域の誇り」「魅力」など、久喜市の魅力

を再発見して、キーワードを付箋紙に書きます。「もう少し良くなってほ

しいところ」「足りないところ」があれば、付箋紙に書きます。 

② 付箋紙を模造紙に貼り付けながら、グループ内で意見を共有します。似

たような意見があれば付箋紙をまとめるなど、整理していきます。 

③ 模造紙を見ながら、グループ全員で「再発見した久喜市の魅力や課題」

について話し合います。 
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時間 プログラム 

10:25～ 

(途中休憩) 

11:55 

ステップ２ ＳＤＧｓの視点で地域の魅力や課題を考えてみよう！ 

ステップ１で作成した模造紙を見ながら、ＳＤＧｓの１７ゴールについて

グループ内で話し合います。各付箋紙に関連するアイコンを貼りつけていき

ます。 

 

ステップ３ 久喜市のＳＤＧｓマップをつくってみよう！ 

① ステップ２でアイコンを貼り付けた模造紙を見ながら、ＳＤＧｓの目標

を達成するために私たちができる取組みを付箋紙に書きます。 

② 付箋紙を模造紙に貼り付けながら、グループ内で話し合い、内容が近い

意見は丸で囲んだり、タイトルをつけたりするなどして整理します。 

③ ②でまとめたキーワードをもとに、ＳＤＧｓの視点をもった私たちだか

らこそできる取組みについて話し合います。追加したい付箋紙やアイコン

があれば、模造紙に貼っていきましょう。 

 

グループ発表 みんなで考えを共有しよう！ 

① 各グループで作成したＳＤＧｓマップや、私たちができる取組みなどを

グループ別に発表していただきます。 

② 他のグループではどのような取組みが挙げられたのか、どのようなＳＤ

Ｇｓマップができたのかをみんなで共有してみましょう。 

 

11:55～ 

12:00 
閉会・事務連絡 
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３．ワークショップの進め方 

 皆さまの話し合いが活発に行われるよう、グループワークは、次のように進めていきます。

ご理解の上、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

「久喜市のＳＤＧｓマップをつくってみよう！」 

 

 

 久喜市の魅力や地域の自慢、誇りに想うことなど、各自で「久喜市の魅力を再発見」   

してキーワードを赤色の付箋紙に書き出します。 

• まちに残ってきたもの（例：慣習／自然／建物／歴史／田んぼ など・・・） 

• 市民が大切にしてきたもの（例：風習／行事／人物／資源／地名 など・・・） 

• 久喜市民の自慢や誇り（例：市民の元気が自慢／笑顔あふれるまちなど・・・） 

 また、「もう少し良くなってほしいところ」「さらに伸ばしたい魅力」「足りないところ」
などの「久喜市の課題を再発見」したときは、青色の付箋紙に書き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 書き出した付箋紙を、地図上の該当する場所に貼り出していきましょう。地図に該当す
る場所がなければ、「久喜市全体のこと」の覧に貼り出しましょう。 

 模造紙に貼るときは、各自が書きだしたことを発表しながら、グループメンバーで共有
します。似たような意見があれば、付箋紙をまとめていきましょう。 

 その後、「再発見した久喜市の魅力や課題」について、グループで話し合います。追加の
意見があれば、自由に付箋紙を追加しましょう。 

 

（ステップ１のイメージ写真）  

ステップ１ 身近にある久喜市の魅力や課題を再発見しよう！ （約３５分） 

 

使用する付箋紙 

赤色 

キーワードを 

付箋紙に書きだす 

青色 
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 ステップ１で作成した模造紙を見ながら、付箋紙にＳＤＧｓのゴールを貼り付けていき
ます。地域の魅力や課題と次ページの「ＳＤＧｓの１７ゴールと取組み例」を確認しな

がら、グループでじっくり話し合いましょう。（この段階でＳＤＧｓの１７ゴール全てを

貼る必要はありません。） 

 

 

 

 ステップ２でアイコンを貼り付けた模造紙を見ながら、
ＳＤＧｓのゴールを達成するために、「市民一人ひとりが

取り組むこと」を各自で黄色の付箋紙に書いていきます。

ＳＤＧｓの視点をもった私たちだからこそできる取組み

を中心に書いてみましょう。 

 さらに、まだ貼っていないＳＤＧｓの１７ゴールの中で、
ご自身が大切だと思うゴールがあれば、黄色の付箋紙と

セットで書いていきます。 

 

（付箋紙とアイコンのイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各自が書きだした「市民一人ひとりが取り組むこと」について、グループメンバーで話
し合います。その際、既に貼り付けた付箋紙を見ながら、内容が近い意見は丸で囲んだ

り、タイトルをつけたりするなどして整理していきましょう。新たに付箋紙を追加して

も大丈夫です。（ファシリテーターがサポートします。）  

ステップ２ ＳＤＧｓの視点で地域の魅力や課題を考えてみよう！ （約１５分） 

ステップ３ 久喜市のＳＤＧｓマップをつくってみよう！ （約２５分） 

 

使用する付箋紙 

黄色 

久喜市全体のこと 
毎日、川沿い

を散歩する 

田んぼなど 

自然が豊か 

子どもたちが

遊べるような

きれいな川 

地図 

青毛堀川 

の桜並木 

雨天のとき

は、節水を心

がける 

豊かな田んぼの風景を守りたい 
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◎ＳＤＧｓの１７ゴールと取組み例 

 
１ 貧困をなくそう 

 
10 人や国の不平等をなくそう 

①フードバンクに協力する 

②生活保護の実施、雇用の確保 

①いろいろな人の人権を尊重する 

②人権教育・人権尊重の推進 

 ２ 飢餓をゼロに 
 

11 住み続けられるまちづくりを 

①食べ物を残さず食べる 

②農業振興、母子保健(栄養指導)の充実 

①電車などの公共交通を利用する 

②道路交通の充実、居住環境の整備 

 
３ すべての人に健康と福祉を 

 
12 つくる責任 つかう責任 

①健康診断を必ず受ける 

②社会福祉・感染症対策の推進 

①ものを大事に使う 

②リサイクルの推進、食品ロス削減 

 ４ 質の高い教育をみんなに 
 

13 気候変動に具体的な対策を 

①生涯学習に参加する 

②学校教育・生涯学習の充実、文化振興 

①マイバッグやマイボトルを使う 

②防災体制の充実、緑化の推進 

 
５ ジェンダー平等を実現しよう 

 
14 海の豊かさを守ろう 

①差別をやめる 

②女性登用・虐待防止の推進 

①川のごみ拾いに参加する 

②公害監視・下水道処理の着実な実施 

 
６ 安全な水とトイレを世界中に 

 
15 陸の豊かさも守ろう 

①水の出しっぱなしはやめる 

②上下水道の整備・維持管理 

①自然や生き物を大切にする 

②環境保全・適切な土地利用の推進 

 ７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 
 

16 平和と公正をすべての人に 

①再生可能エネルギーを使う 

②環境性能車の導入・推進 

①子どもを暴力や犯罪から守る 

②防犯体制の充実、公正な選挙の実施 

 
８ 働きがいも経済成長も 

 
17 パートナーシップで目標を達成しよう 

①いきいきとした職場環境にする 

②商工業の振興、働き方改革の推進 

①みんなで協力して目標を達成する 

②協働のまちづくりの推進 

 ９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

目標名称の下に、①生活の中の取組例（上段）、②市

の取組例（下段）を記載しています。 
①科学や技術に関心を持つ 

②優良企業の誘致、産業基盤の整備 

 

 

 

 各グループで作成したＳＤＧｓマップについてグループ別に発表していただきます。ス
テップ１で話し合った「久喜市の魅力や課題」を簡単に説明したあと、各グループで作

成した「ＳＤＧｓマップ」と「市民一人ひとりが取り組むこと」について発表します。 

 他のグループではどのような取組みが挙げられたのか、どのようなＳＤＧｓマップがで
きたのかをみんなで共有してみましょう。 

  

グループ発表 みんなで考えを共有しよう！ （約１５分） 
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４．その他 

 

 

 

 この市民ワークショップには、多くの市民の皆さまにご参加いただくため、全員で話し合い

を進めると、ご発言いただけない方が出ることも予想されます。 

 そこで、できるだけ多くの方に積極的にご発言いただき、ワークショップを効果的に運営す

るためにも、グループを編成し、話し合っていただきます。 

 グループ分けにつきましては、1グループ６～８名程度を目安に、あらかじめ編成させていた

だきますので、ご理解をいただきますようお願い申し上げます。グループ分けは、ワークシ

ョップ当日にお知らせいたします。 

 

 

○（心がけましょう） ×（気をつけましょう） 

・お互い対等な立場で議論しよう 

・まずは、人の話にじっくり耳を傾けてみよ

う 

・思い込みは捨てよう 

・対立を恐れずに勇気を持って自分の意見を

出そう 

・みんな一緒に、気楽に、楽しく、まじめに 

・建設的な意見を出そう 

・コンパクトに話そう 

・個人のプライバシーに関わるような内容は

他言しない 

・すぐ結論付けしない、決めつけない 

・話しすぎない 

・頭ごなしの非難や否定はしない 

・自分の主張を押し付けない、無理強いはし

ない 

 

 

〇 わからないことがあったらファシリテーターがサポートします 

 この市民ワークショップは、市民の皆さまとともに、将来の久喜市のまちづくりを考えるた

めの意見交換の場です。 

 「市役所の取組みをよく知らない」あるいは「自分が何を提案してよいかわからない」など

と思う方もいるかもしれませんが、日頃の生活の中で考えていること、感じていることで構

いませんので、積極的にご意見を出してみてください。 

 

〇 ワークショップの結果を公開します 

 この市民ワークショップの結果については、後日、市ホームページ等で公開します。 

グループ分けについて 

話し合いのルール 


